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第4節フィリピン倒温lp戸1ω)
上別府隆男

1.単帥リ度、成績評価搬簿に対する政府の規定・認由評価活動

(1)国全体の高等教育前肢の概要

束浦アジアの中jL'~こ位置するフィリピンは、 7107 にも及ぶ島々からなり、地銀的にルソン仏，uzon)、

ヴィサヤス作国yas)、ミンダナオ命直n伽nao)の3つの紺誠に分けることができる。更に同国は17の

地方、 81の川、 136の市、 1494の町に分けられている。フィリピン除世界で第30:漢語使用国であ

る。

フィリピンにおける高等教育は四EI伯ivate阻ゆ.erEdu田.tionIn副知町四)と呼情Lる私立の

機関左、凱JC(S同胞百皿Univ町四民盟置ldcoll培田)と呼ばれる公立の機関に2分化されている。高

等教育委員会に認定されている高等教育機関は同圏内に笈朋枝あり、地方ごとの所在は市Eのとお

りである。

表1 地方と地区ごとの寓等教育機関の分申散(2008年9月現白

地方 公立 私立 合許

I 29 85 114 

E 22 48 70 

III 51 163 214 

1¥瓜 71 203 274 

NB 46 35 81 

V 45 97 142 

VI 64 72 136 

VII 31 111 142 

VIII 40 55 95 

R 12 48 ω 

X 18 65 83 

XI 16 75 91 

XII 10 68 78 

NCR 33 276 3ω 

CAR 19 31 回

ARMM 16 48 64 

C田aga 14 43 57 

表内で公立と記されている機関には、 SUCの卒校が110校、分校が334校、 LUCが77校、 (ffiS:Other 

Government Sch，∞1s)が10校、 (CSI:Supervised Institution)がl校、そして特殊高等教育機関が5

校含まれる。
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1)私立高等教育機関

高等教育委員会の定めた定義によると、私立高等教育機関とは、フィリピン会社法(白中世a世田1

Code)の規約に基づき管理されている。宗耕告な関連性を有さなb機関は団体によって組織化、所有、

そして経営されている。これに対し、宗耕枕帰属性のある機関は、榊民非営利であり、宗耕力

団体により組織{弘所有、経営されている。

一般的fctJ.立高等教育機関における学位課程、カリキュラム、経営、教員構成等は高等教育委員会

によって示された方針、基準ガイドライン(1)，田s:Polici四，8回ぬrds，町ulGui剖泊四)によって

定められている。これらの機関における最高責任者氏組織内の経営をPSGに基づいて行う。

35のPHEIは高等教育委員会により規制の網徐、あるし壮自僧持管理を認められている (CMO

No.59，醐由ぱ2∞7)。これら35校のうち12校は5年間(Nov.2007 -Nov. 2012)、11樹立1年間的問
翻 7-Nov.2∞8)にわたり自僧情理権を耐号した。また、うち1校は5年間、残る 10校は1年間
の規錯賄事者を認められた規鵬朝食と自僧包管理権の配当は殺腕して教育、砂眠そして宇士会貢献の

分野において模範均な結果を残した機関を称えると同時に、規鰍離によるこれらの機関の統率を合

理化している (CMONo.52，脚色sof抑渇)。

a公立高等較育機関
8UCsと剛おもる国立総合・単科大学は、法の下仏哨に認定された教育磯関で、中央政府により管

理、助成されている。それに対し、地方総合・単科大学(LUCs)は、地方政府の条例により設立され

たものを指す。 LUCsは、財波面でも各地方政府の助成の下、運営されている。高等教育委員会に監

督されている機関 (C8I:伽阿vl副Institution)は非認定の高等教育で、法に基づき設立さ払中央

政府により管理、助成されている。その他の政府系学校 (OGS:O也町G田ernment制lOOJs)は高等

教育課程を有する職業調I練、専門技術教育機関で、公立の中等、高等教育機関である。特殊高等教育

機関は、法により決められた政府の機関に直属するものであり、軍事科学ヰ掴防の分野における特殊

司I糠等を担う。

8UC校は各々の憲章を持している。これらの大学におけるPGSは国立総合大学評議会と国立単科

大学理事会により法案似諦正される。高等教育委員会委員長がこれらの会を代表している。しかし、

高等教育委員会の2∞1年度の規則j第31条に記されているように高等教育委員会委員にもこれらの会
を代表することを許している。方針の履行と経営は各公立高等教育機関の代表、職員、そして支援団

体に一任されている。

(2)単位指帳、成績評価市肢の概要

高等教育委員会期愉令鍔42号2∞3シリーズによれば、成績評価南肢について、セクション107
酔価基準)で、どのような高等教育機関の割岡市肢も、現行の制酎司教育方針に基づくものとする。

学生に与えられる最終評価は、各科目・コースにおける学業成績のみによって決められるべきである、

と定められている。

評価のための必要盟諸については、セクション1ωにおいて、以下のように定められている。
すべての学位プログラムにおけるカリキュラム・コースの学生の割面制度は、以下の条件また出必

要基準に従って付けられるものとする。すべての学位プログラムのカリキュラム・コースにおいて、

学生へのー噛か暫掛枕詞面は一切与えられないものとする。
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万が一学生が最終寺輪に出席できなかった、または修了要件の課題を提出できなかったなどの理由

で、その学生が最終評価をもらう基準に達していないと判断した場合、その教育機関は教育方針に基

づき、及第も落第も意味しないNC(NoCr凶itlまたはNG(NoG同点)を付けることができるロこの評
価は永紬告で、以降の変更は認められな川しかし、病気・緊急事態・事故など正当な理由で最終試

験の欠席または課題の未提出を余儀なくされた場合t丈その学生には成績保留江NC)が認められる。

教育機関は、その学生に対し、特別にi島対昔置または課題提出期間の延長措置を取ることも可能であ

る。ただし、町C評価は1年以上の効力陪持たないものとする。

教育機関は、現行の成績割面の方針を公表することを義樹寸けている。

(心等生の1単位あたりの勉強宣'に関しての政府定義

ManualofR勾由世.0IlS伽Private阻位置Edu国伽1伽ORPHE)によれば、 1単位あたり 54時間
としている。学生の勉強量については、以下のように規定されている。

セクション19:勉強量

各単位の勉強量は、認可されたカリキュラムに従って決められるものとする。ただし、学生の興味

弓場情システムの目的に応じて、伊抄トも認められる。

。b)政府によって定められている、学書鴎陣論よぴ大学院課甜修了に必要な年数
→学部課程:4年(ただし、コースによる)

→修士課程:2年(ただし、学生の履修単位数による)

→博士課程:5年(ただし、学生の履修単位数による)

→ 医学部:未回答

(c)政府によって定められている、学部課程および大学院議説副彦了に必要な単位数倍令lこよって定め

られている必要最低限の単位掛

→ 学制車築程:カリキュラムによる

→修士課程:合計部単位儒学9単位、専攻科目 21単位、卒業論文6単僧

→博士課程:合計60単位

(合叶単位数は、 E亜lsによって承認されたカリキュラムによる。)

(3)学審プログラムの方針と基準制定のための指針

r1994年高等教育法令」としても知られている国家法令No.7722の該当規定に基づき、高等教育

の学位プログラムの方針と基準制定を合理化することを目的として、以下の方針由主委員会によって採

用されるものとする。

益盤
学習プログラムの方針と基準は、様々な技術ノ味川こよってまとめられたものであり、 CH回によ

り公布されてきた。今回CH回が実施したこうしたプログラムの方針や基準の調査によって、共通点

と相通#.を整理し、制定過程を規純化する必要があることが浮き彫りとなってき丸こうした規範は、

HEIsによるプログラム作成の過程を簡素化させると同時に、委員会に以下のことを求めている。
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-政府機関による学位プログラム制定の現伏の、より系細旬な讃置の実施

.より明確な盟十評価基準の制定

-各プログラムにおける独自の特徴を生かしながらも、より統合された方針・基準の制定の実現

I'l!l(] 

この文書は、国家の学習プログラムの方針・基準の制定を調和させることを目的としている。方針

と基準における共通の精細みを示すと同時に、それJぞれのプログラムにおける要件についても触れるo

旦蓋2塞蓋
指針呪糧用に際しては、以下の淀議を使うものとする。

・学位とは、特定のプログラムを修了した学生に与えられるものである。分類としては、

C師五四叫〕刷。maIBaCl叫or'8 D申田焔rad田胞 C町tificau絹rad四:te Diploma/M田町'8

D甲ee'Doctor'8D甲車などがある。具体例としては、生物学士号、信手修士号、物理学博士号、な

どがある。

・学位プログラムとは、ある分野における全てのコースの総称である。学習プログラムとも言う。

・プログラムレベルとは、学士号、修士号、博士号などの学位プログラムにおける騨皆のことを指れ

・プログラム専攻とは、学生が学位を修了する上で一定の単位量生を履修し、主な研究対象とした分野

のことである。例としては、教育学士号における文学ヰ教浮などである。

・ダブル学位(ぬuble必宮田)とは、学生が同時に2つの学位を修了することである。

・ダブル専攻 (doublemajor)とは、学生が1つの学位プログラムの中で同時に2つの分野を専攻す

ることである。

・学期とは、 1年の学校暦の中で1惨学をいくつかの時期に分骨lした単位のことである。 1年間を前期と
後期に分ける2学期制、 3つに分ける3学期制、 4つに分ける4学期制がある。

-カリキュラムとは、学位プログラムの中での教育コースを総企的に計画したものであるo

・カリキュラムレベルとは、学位プログラムにおける学習島輔のことである。通常は、 1学年、 2学年

といった学部生のことを指す。

・コースとは、学{立プログラムの中の学習単位のことで、名称と概要、そしてシラパスヰ概略によっ

て示される。科目とも言う。

・単位科目.無事に単位を修得し、次のレベルへの進級または修了要件に数えられる科目のこと。

・必修科目とは、必ず履修しなけれ助、けない科目で、学生はその分野の基礎失轍および勉学の姿勢

を業主主

・専攻科目とは、専攻分野山侍化した科目である。

-副専攻科目とは、専攻分野に深く関連した科目のことである。

・選択科目とは、(専攻分野など関係なく)学生が定められた科目の中から自由に選択できるものであ

る。

・~，凄譲酔科目次の科目に進むために必要な科目のことで、前もって履修、または同時にいくつか

履修することも可能である。

・併静岡:同じ学期に履修されなければいけない科目である。

-必要要併科目とは、次の科目に進むために前もって履修しなければいけない科目である。

単位とは、各科目を修了するごとに与えられるもので、授業時間に基づき決められている。学部も大

学院も、 1単位当たり 17時間の授業が必要で、また実験コースに関しても1単位当たり 51時間の授

業数が定められている。
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-掛瞬間:学生が履修した実際の授業寺既

プログラムの仕殺やカリキュラムなどを含む、プログラムの要素キ禍微を示すCHED文書士「学習

プログラムの方針と基準」と呼ぶものとする。以下の要素は、「学習プログラムの方針と基準」に盛り

込まれるべき最臨畏の内容である:

崖益

この章は、提案された方針や基準が、どのような形でニーズと需要を民映しているかなどの論拠出よ

ぴ背景を説明する。また、それを針子するための実際の戦略および予測される効果についても貴航る

ものとする。

必要盗~~

どんな学位プログラムも提案される前に、必す凄員会からの許可が必要となる。また、それを必ず

表記オること。(学位プログラムの名称)を提供したし企ての私立高等教育機関(PHEIs)は、現行の

規定にのっとり、まず委員会よりE式な権織を得ることが必須である。国立大学(SUCs)ならびに地

方大学も、同じようにこうした方針と基準に従うべきである。

プログラムの仕議

プログラムの名称

プログラムの説明

目的

卒業生の進む進路傍胡践却など

専攻科目

専攻科目の説明

日的

卒業生の進む進路徳間懐抱など

その他の関連プログラム:運営仰出よひ教員同圏全を調査するなどのプログラム

盤左基準
との項目は、知識・姿勢・価値観・スキルなど、プログラムを修了するにあたり必要な能力基準を明

確に示すものである。概要もしくは具備拘項目のいずれの形でも良しも

乏旦主三7-主
カリキュラムの説明:以下の分類に沿ってコースの倣Eみを説明する

.各コースの関連性

・カリキュラムの中でも重要なコース

・学生の学習に有益なコース、またそのコースが必修また同室択なのか

.プログラムの質向上につながるような代替コースの提案

カリキュラムの概略・以下の分類によってコースを分け、表にまとめる。それぞれコースの一覧と合

計単位君主を記載する。

一般教養 (GE)コース (1996年CM059シリーズおよび1997年M4シリーズlこ従って)

必修コース
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専攻コース

選択または特別コース

PEやN回?なと主鴇単位に含まれないコース

概略の在職f9tl:単位数を含む、各学期のコースの表

衰2郎科学カリキュラムの例。年目)

1学期 単位激 2学期

基僻}学I 舗事協 3 基礎科学nOa) 
基桝学1(期) 2 基礎科学nC>I謂)

代激学 3 三角法

一般教養科目 9 一部激養科目

合計 17 合計

論文・研究・プロジェクトの要件

野由訓練(田r)または実習科目の要件

コースの位議.以下の項目に沿って、各コース(必修・専攻・選択滞拐rj)を説明する

コースの名前・科目のE武治税九番号なども含む伊D英語口、英語口
コースの概要・内容に関した簡単な説明

講義と実験に分けた単位量生

講義と実験に分けた、 1週間あたりの時間数

必要議計牛コース、関連科目

コースの目的

概略.取り上げるテーマヰ実験・課題、可能であれば各項目に費やす時間数

備品、材料、薬品など

必須も必ず常備されていなくてはいけないもの)

伍意

その他の推奨されるもの

教科書およて勝考図書

必須も必ず常備されていなくてはいけないもの)

推奨されるもの

単位量生

3 

2 

3 

9 

17 

特定のプログラムにおける要件は、上記に記載されている内容に沿って作られるべきであり、より

厳格な要件については、樹博議会の勧舎のもとに作られるべきである。

(4)学生交流、単位互換等日に関する概要

フィリピン圏内において2脚以上の高等教育機関併推するにも村わらず、 CH回は学習プロ

グラムカ湘織として、レベル2以上の判定を受けている教育機関は国際的な協力体制を形成して良い、

としている。この事実を踏まえると、この条件を満たす教育機関は3∞近くになる。国脚力な協力体
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制とは、教員や学生を対象にした留学や、外国籍生徒の入学許可、研修目的の短期留学など様々な体

系を取る。

CH回は、 2鵬年、トランスナショナノ噌育に騎するガイドラインを策定している。遠隔教育方

式通常の対面式教育、 2つ時E合せ、の3つに分類し、どの形態でも同様に協定に基づき単位互

換が可能としている。しかし、現時点では、 CHEDは、学生が取得した学習単位の編入について明確

な方針を示されていな~\したがって圏外の提携先からの単位編入にあたっての判断は各機閣により

異なる。これらの各機関独自の基準は、提携先との間で双方に合意されたものが多く、単位編入に関

する一貫した方針怯存在しない。

しかし、最近のUMAP(uni:閣を乱世yMci凶均inA副阻d出 P悶fic:アジア太平洋大学安新潮糟)

への参加を経て、CHEDは学習単位編入に関する方針を設立しようと計画している。外務省はUMAP

フィリピン支部とともに学習単位編入のガイドライン官綻の可能性を模索している、と伝えられてい

る。これを踏まえ、同省はUCTSを全ての高等教育機関においての学習単位編入の基準とする方針を

策定する考えである。

(5)認記評価システムの概要

私立高等教育機関が自律経営権を得るには PAASCU (町出ppineArered抽IgAs叩ationof 

制J.OOls，C曲伊andUniversiti田)と呼位Lる組織の課す一定の条件を満たし、認定を受けねばなら

なしも臥ASCUによれば、 PAASCUは1957年 11月5日に証券取引委員会の登録を得た、手陣お丈

非営手Ij目的の私曲目織である。PAASCU左は良質な教育の基準を満たすプログラムを認証する非営利

団体である。 1967年 11月、当時の教育文化局(拡教育文化スポーツ省)によって認誼繍関として

正式に認定された。

1鈎1年以降町QAAHEunぬrnati四国lN併w町kforQ四五世yA田uran田 A伊羽田 inHigher 
E出血包on)の正会員として在籍している。 2∞5年現在、問削AHEはωカ国以上の150の認語磯
関から成っており、これらの機関はそれぞれAP(刺仏血.-P，回ficQ田lityNe同0..ゆなどの地域ネッ

トワークを形成している。他にも、目ASCUは米圏内の認宣活動を総括する国立の非営手Ij団依CHEA

(白田羽lfurlE位置Edu回姐皿A回吋i匂tion)と呼ばれる高等教育認誼望書員会や、ワシントンDCに

拠有、を構えるNC:町田A{National白mnut回 onForeign Medi血lEdu回出landA回目dita包on)と

も交流を持つ。

PAASCUの認証段階1においては、審査対象である大学の目的の設定に重点が量量かれる。明確な目的

なくして、これら大学の達成を測るのは困難だからである。認証脚皆において最も重要なのは、審査

対象の大学による自己冊である。この欄曙酎象の大学の職員により、それぞれの大学部有す

る資源や、目標を達成するカを測ったものである。 PAASCUの審査基準は他の教育機関との比較によ

ってではなく、主な判断基準として、各審査対象機闘が、様々な分野において、設定した目標へ向か

い前進し、達除するカを測るものである。したがって、いかなる大学も「トータルパターン」と呼ば

れる全嗣甘な達成度に基づいて審査される。

主膿の際、下記の項目が朝面の対象となる。

1. 担三議幼H

2. 教員

3. 教鞭、講義内容
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4. 図劃官

5. 研宛芳

6 建物

7. 学生科

8 学校経営

大学院課程については、教員、図書錯、学校経営の項目地響価の対象から外れる代わりに、大朝涜

課程により密接に関係するカリキュラム構成、講義内容、研究ん学生、そしてその他の資源の項目が

新たに審査気対象に加わる。

医学部については、教員、カリキュラム、講義内容、臨床開彦設備、研究、生徒、図書館、学校経

営、そして建物とその他の資源、の項目治評価の対象となる。

「学習課程の認置むとはリベラルアーツ、科学、教育学や商学の学科における学習過程を認証する

プロセスを指す。且ASCUでは原則として各課程ごとに認定する。これにより、リベラルアーツ、科

学、教育学キ痛学など、各議擢ごとに適正な認副主受けられる。これに対し、「組織の認庖とはー学

校、大学キ組織全体を認定するプロセスを指し、文理学科、教育学科、商学科に代表される中欄恰

学習過程の内容に基づいて、審査対象の組織の全備力な開固に焦点を当てている。

大学レベルにおいてPAASCUlj認証の対象となる学桝の基準を下記のように定めている。

1. 文主宰開

2. 教育学科

3. 商学牢ト

4. 看護学司「ヰ

5. 工学料

6. 農業学科

7. 会計学料

8. 柏会福祉学科

9. 医療技術特卜

10.コンピューター科学 .IT学科

11.薬学年ヰ

12.理学療関哨

13.ホスピタリティー産業学牢ト

14.医学科

15.インテリアデザイン学料・卦昨拝卜

16.放射線療法学科

17.犯罪学手ト

18.栄養学科
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大学院レベルでは、PAASCUの審査決湯量となる学桝はりベラルアーツ・サイエンス学科、教育学科、

経営特ヰである。

また、血ASCUは中等教育においての認誼滑肢も 1963年に開始した。被博教育の読宮正については

1971年に開始され、大学院は1988年に、基礎教育Iは2∞1年に、そして医科大朝土2∞3年から認
定されている。

(6)学習プログラムの認証における審査基準

認証による利益を受けるには、学習プログラムは4つのうち1つの分類にあてはめられることにな

る。

a.. 候補.予備的な視察を踏まえ、認車連合から2年以内の認定が有望とされているもの。

b. レベル1:認証:認調班点により所定の選考を経て認証された状態主翻連合により認証された

状態 3年間有弘

c. レベル2:再認証・前レ吋レを経て、認証が更新された状態認副車合の刊固により、 3年から

5年間有効な認定機闘が更新される。

ι レベル3:再認証.前レベルを経て、認証が更新され、更に、第三レベ/レに必要とされる一定の

条件を満たした状態。

レ持レ3に再認証された学部生向け学習プログラムは下記の最初の2つの条件と、そのほ糾こ2

つの剣ヰを満たさなければならな川

1. 正当に高い水準の講義内容

孔 特出する佐会貢献プログラム。学生、教員、職員のこれらのプログラム〈の関わり方、関

わる度合いなどを記した書類が提出されること。

皿. 荷院の習慌下記の条件が正当な期間にわたり確認できなければならな川

・正当な予算額
・研努結果の質
・出版など、研隣結果の具体的な指標
. 多数の教員の参加

・コミュニティーへの具体的で、有?惨な影響
町. 教員の教育、能力開発の習民これに騎するプログラム〈の予算配当。

v. 過去3年間の専門職甑定獣験にみられる卒業生の活昆 (そのような認定試験のある課程

のみ)

vi. 他の学校キ機関と同宴携体机そのような組合の性質、構成合意条件などの詳細を書面

上にて証明する必要あり。

吋i 足直掴に及び、実用的な図書室や、その他の学習施説レベル3認定を受ける大消境課程

は1と温の条件を満たすこと同日え、品、玖 V、m、と泊iのうち2つを満たさなければ

ならなしL
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審査対象時且織は、これらの条件を満たす証明として文書ヰ等宴等の提出が求められる。レベル 3

の審査には、 5年毎の認定更新の際、再度の視察キ箸遣うが不必要と認められえ学習課程のみ申請可能

である。

e. レベル4・認証・すでに認証された学習プログラムの中でも敬意に値する経緯を持ち、フィリピ

ン国内においても特出したレ仲間教育、また圏外の大学とも対等なレ仲間教育を開園された

機関のみ謂正される。

これらのプログラム広前記の条件に加え更にこれらの条件を満たさなければならな凡

下記の分野においての優良な結呆:

-国内外の勃備に長撤される研究発表の数によりうかがし、柑Lる研究崎E囲と影響邑

.卒業生キ学生の活躍に見られる優良な教育と学習。

-柾会貢除去肪と全国両方に与える経済的、佐剖包改善を費すカ0

.国脚色な協力体制の証}凡

-教育の品開闘を可能にする組織構成と、それを裏付ける昔睡

高等教育機関はレベル4認定審査へ申請するために必要な書類、証明を提出する必要がある。

各レベルの認定につき、下記の軍艦を受けることができる :CH固と PAASCUの協力体制により、
下記の項目が当てはまる。

1)私立高等教育機関:

A レベル1、レ♂匂レ2

1.学生の進級状況と卒業生の言改革がCHEDによって常に確認できる糊兄であれば、完全な

る粧営の制章鳴轍制約束される。

lL授業料やその他諸費用の設定など、財制9な市(闘の綿糸

温CHEDとp配と呼崎もる専F明暗格管理委員会の定めるガイドラインに準じ、改定後の

カリキュラムをCHEDの地区事務所に提出するのであれば、 CHEDの承認を必要

とせずにカリキュラムを改訂する櫛艮が与えられる。

iv.CHEDの事前認証を必要とせずに、学生を認証された学習プログラムから卒業させる権限

が与えられる。

v. CHEDの高等教育開発予算から分配される奨学金や交付金を受諾する優知国位が与

えられる。

vi.CHEDの規約の元、捕す物や仕版物に日認定訂のしるしを使用する権利が与えられる。

札 CHEDによる視察ヰ讃陸地理醐される。

B. レベル3

i.レベル1、レベル2に与えられる手雌を受ける。
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ii CHEDの地区事務所に詳細を提出するのを条件に、すでにレベル3判定を受けている学習

プログラムに関車した授業をCH回の事前承認を受けずに開講する楢財2与えられ

る。

溢芳設の大朝安課程や、在宅学習、公開講座、複国間での教育をする権利を申脅する権R民地2

与えられる。

C. レベル4

1. レベル1、レベル2、レベル3に与えられる手肱主を受ける。

iiレベル4rJ.:溜定がされている問、活用を自律的に判断できる交付金が与えられる。

iii.CHEDの地区事務所に詳細を提出するのを条件に、すでにレベル4判定を受けている大学

院課程に関連した授業、在宅学習、または公開調査をCH回の事前承認を受けずに

開講する権E財宝与えられる。
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